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論 文 内 容 要 旨
現在 の 日本の リンゴ栽培 においては,わ い性台木を使用 したわい化栽培が広 く
普及 してい る。 しか し,こ の場合でも喬木性台木のマルバ カイ ドウを根系台木 と
し,わ い性 台木のM9やM26を 中間台木 として栽培す ることが多いので,穂 木
品種の樹高 が5m程 度に達 して,本 来のわい化栽培か らか け離れた樹形 とな って
いる。それ に伴 って,多 くの枝が交差 して樹 冠内部への光の透過 が悪 くな り,そ
の結果 として花芽着生の不良,果 実収量の減少,果 実品質の低下,労 働作業性 の
悪化な どの問題 を引き起 こ している。
この高樹高化に起 因す る問題 を解決することを 目的と して,本 研 究では,リ ン
ゴのわい性台木 として広 く普及 しているM.9やM.26よりもわい化度 の強い極わ
い性 台木M.27に 注 目し,低 樹高化 を進めて省 力化を図 るとともに,密 植栽培に
よる早期多収 を目指 した栽培体系を確立 しよう とした。
極 わい性台木M27は イギ リスのイース トモー リング試験場が1970年に発表
した極 わい性台木で,M.13×M.9の 交雑組み合わせか ら生 まれた台木 であ る。
我が国でも多 くの試験場でM.27を 導入 して台木 としての特性試験 が行われて き
たが,い ずれの試験 においても,極 わい性台木M.27の 自根で穂木品種 を栽培 す
る と,わ い性 台木M.9の 自根で栽培 した場合 よ りも樹高 が低 くな り,早 期結実
性が高 く,果 実の着色 が良好にな るものの,樹 勢の低下が早 い樹齢で生 じ,果 実
が小玉にな りやすい という結果が報告 されて いる。このような理 由か ら,極 わい
性台木M.27は実際栽培用の台木 と してはほ とん ど利用 されていない。
これ らの試験では,す べて,M.27の 自根台木 に穂木 品種 を接 ぎ木 した苗 を用
いて栽培 しているので,上 記 に示 した問題点 が現れたもの と考え られ る。そ こで,
本研 究では,M.27に根系台木 として喬木性のマルバカイ ドウを使用す る方法 を
取 り入れ ることに した。 このような苗 を育て ることによって,樹 勢をある程度強
め るとともに,樹 高を3皿 前後 に抑えることがで きるので,小 さな踏み台ですべ
ての作業が可能 にな る。更 に,栽 植密度 を高 めると苗木 の定植後2～3年 で10a
当た りの果実収量をM.9やM.26を中間台木 として使用 した慣行栽培での果実収
量 よ り多 く得 ることが可能 であると考 え,栽 培学的な試験 を行った。なお,極 わ
い性台木M.27の 繁殖 については取木法以外 に効率的な方法が確立されていない
ことと,極 わい性台木M.27と穂 木品種 との接 ぎ木親和性 についてもほ とんど調
べ られて いない ことか ら,本 研究の初めに台木の繁殖方法 と苗木の繁殖方法 につ
いて調べ た。
第1章.台 木の繁殖 方法.
極 わい性 台木M.27の挿 し木繁殖 を行 う場合(第1図),①M.27に 黄化処理を
行 うと顕著な発根促進効果が得 られ る,② 特に,10月 に挿 し木す る半熟枝挿 し
では79.4%の発根率が得 られ る(第1表),③ 黄化処理 した枝 の基部への遮光方
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法 として,脱 脂 綿を巻 いた上か ら黒 ビニールテープを巻 き付 ける慣行法 に比べて,
アル ミホイル を巻 く方法はかな り簡便である,④ 保水性 と通気性 に優れた挿 し木
用土を用いる と露地挿 しでも発根率が.90%以上になる,⑤ 挿 し木時 に高湿度 と
地温の上昇が期 待で きる トンネル被覆を行 うと根量 が増加 する(第2表),な ど
の結果が得 られ た。すなわ ち,極 わい性 台木M.27に 黄化及び被覆等の処理 を併
用すれば,M.27の挿 し木繁殖 が効率よ く行 えることが示 された。
ところで,マ ルバカイ ドウを根 系台木 に,M.27を中間台木 とする方式では,
マルバ カイ ドウとM.27の双方か ら発根 させる と,根 量の多 い優良な苗木 とな る。
そこで,マ ルバ カイ ドウにM.27を接 ぎ木 して,す ぐに遮光 し,新 梢 を黄化 させ,
その後土盛 りす る黄化取木法(第1図)を 検討 した結果,黄 化処理 を行わな い
従来 の取木法 に比べて非常に良 く発根 したので,極 わい性 台木の根量増加法 とし
て実用性が高 いことが示された(第3表)。
第2章.苗 木 の繁殖方法。
マルバカイ ドウを根 系台木 と し,極 わい性台木M.27を 中間台木 として穂木品
種 を同時に接 ぎ木する二重接 ぎ木法 は,4月 に接 ぎ木 を行 えば,接 ぎ木 時のマル
バカイ ドウの発根 の有無に関わ らず,穂 木品種の生育は良好で,接 ぎ木後半年 を
経過 した時点 で1年 生苗木 として使用で きた(第4表)。 この方法では,通 常,
3年 かか る苗木養成期 間を,マ ルバ カイ ドウが発根 している場合ではマルバ カイ
ドウの挿 し木 期 間を含めて も2年 に,発 根 していない場合 には1年 に短縮 で き
るので,農 家が苗木を 自家生産 する場合 に圃場の 占有率 を低 くし,コ ス トを低減
することがで きる。
従来 か ら,わ い性台木 のM.9やM26に 穂木品種 を接 ぎ木 すると,穂 木品種 に
よっては接 ぎ木部 がコ ブ状 に異常 に肥大 することが知 られている。本試験で も,
極 わい性台木M.27に`つ がる'や`ジ ョナゴール ド'を 接 ぎ木する と,接 ぎ木
部がコブ状に肥大 した(第5表)。 しか し,極 わい性台木 藍.27に`ふ じ'を 接
ぎ木 した場合 には接 ぎ木 コブは発達せず,結 合部 における維管束のつなが りはス
ムーズであったので,M.27と`ふ じ'の 接 ぎ木親和性は良好であったといえる。
穂木 品種 を極 わい性 台木M.27の 中間台木 に接 ぎ木 した場合 は,M.27の 自根
台木 に接 き木 した場合 に比べ て,① 幹周 の肥大や樹冠幅 の広が りな どが優 れ る
(第2図),② 果実収量 が多 く年次変動が小さい(第3図),③ 果実品質は地色
の進み と着色がやや遅れ,硬 度,糖 度,酸 度 がやや低い,な どの結果 が得 られた。
これ らの結果 は,M.27の中間台木は喬木性 台木 であるマルバ カイ ドウの根 を持
ってい るため,M.27の根 しか持 っていない自根 台木に接 ぎ木 した場合 よ り養水
分の吸収が多 くなるこ とによって生 じたもの とみ られ る。
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第3章.苗 木の栽植様式が果実の収量 と品質に及ぼす影響.
極 わい性 台木M.27を 中間台木 として使用 した高密植栽培 に適 した栽植密度に
ついて,穂 木品種 として`ふ じ'を 接 ぎ木 し,対 照 と したM.26申問台木 に接 ぎ
木 した`ふ じ'と 比較 した ところ,M.27中間台木 に接 ぎ木 した場合 は,い ずれ
の栽植密度で も,M.26中間台木 に接 ぎ木 した場合 よ り,① 幹周,樹 冠幅が小さ
い,② 樹高が100cm程度低 く,300～350cmに抑制で きる(第4図),③ 早期
多収で,10a当 た りの果実収量が幼木時か ら成木時 まで高 い(第5図),④ 成木
時の1果 重 がやや小 さい,⑤ 樹高 が低いので,授 粉,摘 果,収 穫,せ ん定の作
業時間が短 い,な どの結果が得 られた。また,M.27中間台木 に接 ぎ木 した場合
の栽植密度 間では,333本110aの1列 植えが444本110aの2列 植 えや545本
110aの3列植 えよ り,①10a当 た りの果実収量が高 い(第5図),② 樹 冠内,'特
に樹高の低 い部分 の相対 日射量が高 い(第6図),③ 果実の着色が良 く,果 実糖
度が高 い,④ 葉面積指数が小さい(第6図),な どの結果が得 られた。ヤまた,穂
木品種 として`つ がる'と`ジ ョナゴール ド'を 接 ぎ木 した場合についても同様
の試験 を行 ったところ,`ふ じ'を 接 ぎ木 した場合 と同様 の結果が得 られた(第
5図)。
以上の ことか ら,マ ルバカイ ドウを根系台木 とし,極 わい性 台木M.27を 中間
台木 として,333本110aの1列植 えで栽植 すれば,わ い性台木M.26を中間台木
として使用 した場合 よ りも低樹高で,早 期多収で,果 実品質の優れた しかも省力
化の図れ る リンゴ栽培が実現 できることが示された。
中間台木 として使用 した極 わい性台木M.27に接 き木 した穂木 品種`つ がる',
`ジョナゴール ド',`ふじ'の 葉果比,1果 実当た りの頂芽数,主 幹横断面積1
c㎡当た りの果実数(第7図)は,い ずれ も1果 重 と相関が認め られたので,い
ずれ も着果基準 として使用 で きることが示 された。特 に,主 幹横断面積1c㎡ 当
た りの果実数は,葉 果比,1果 実 当た りの頂芽数 よ りも簡便 に1樹 当た りの着果
数を把握で きるので,過 剰着果 に陥 りやすい極わい性台木M.27に 接 ぎ木 した リ
ンゴの着果基準 として有効である。
極 わい性台木M.27に接 ぎ木 した リンゴの幹周,樹 高,樹 冠幅に及ぼす土壌管
理方法の影響 を調べ たところ,穂 木品種の種類を問わず,堆 厩肥マルチ と稲 わ ら
マルチの促進効果が清耕 に比べて大 きかった。 これは,堆 厩肥マルチ と稲わ らマ
ルチを行 うと清耕 に比べて土壌乾燥 を防 ぐことがで きるためであ ると考え られ た
(第6表)。
第4章.果 実生産力の解析.
わい性台木M.26よ り耐水性が強 い極 わい性台木M.27に 接 ぎ木 した穂木品種
`っが る',`ジョナゴール ド',`ふじ'を,平 坦 または盛土 に整地 した水田転
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換畑 に栽植する と,① 極 わい性 台木M.27で は,平 坦や盛土に しても過湿 による
樹勢衰弱は認 め られない(第7表),② 極 わい性 台木M.27ではわい性台木M26
に接 ぎ木 した場合 よ り側枝(第8図)が 低い位置 か ら発生 し,樹 冠内に効率良
く花芽 を着生 している,③ 平坦,盛 土 ともに,根 は空間の大 きい群間方 向へ多 く
伸長 し,列 間,樹 問方向へは少ない,な どの結果 が得 られた。 これ らの ことか ら,
M.27を用いた場合の多収性の一因が樹 冠内にお ける花芽の良好な分布 にあるこ
とが明 らかにな るとともに,M.27の水 田転換畑への利用の可能性 が示され た。
穂木 品種`ふ じ'の 年 間の乾物生産に及ぼす台木 の種類 と利用方法の違 いの影
響 を調べ たところ,①1樹 当た りの年間の乾物生産量は,極 わい性台木M.27の
中間台木 に接 き木する と,わ い性 台木M.26の 自根台木 に接 ぎ木 した場合 よ り著
しく少ない,② しか し,10a当た りの年間乾物生産量は,極 わい性台木M.27の
中間台木 に接 ぎ木 した場合に多い(第8表),③ 果実への分配率は,極 わい性台
木M.27の 自根台木お よびM.27の 中間台木に接 ぎ木す ると,わ い性台木M.26
の 自根台木に接 ぎ木 した場合 よ り著 しく多い(第9表),な どの結果が得 られた。
すなわ ち,極 わい性台木M.27の中間台木 を用いる と10a当た りの乾物生産量が
多 くなる とともに,果 実への乾物分配率が高 くなることによって,極 わい性台木
M.27に接 ぎ木 した穂木品種の多収性が裏付け られた。
第1章 ～第4章 の結果か ら,以 下のことが示され る。
従来,リ ンゴのわい性 台木の挿 し木繁殖は困難であると言われていたが,黄 化
処理挿 し木法 によって,効 率 よ く繁殖で きることが示 され た。また,マ ルバ カイ
ドウを根 系台木 とし,極 わい性台木M.27を 中間台木 として,穂 木 品種 を接 ぎ木
することによって,リ ンゴの樹高 を3m前 後の樹形 に長期間維持 し,小 さな踏 み
台ですべ ての作業 を行 い,定 植後2～3年 で10a当た り3t/年,定 植後8～10
年で4t/年 以上の果実収量 を得 る栽培技術体系が確立で きた。この技術は,リ
ンゴ栽培 にお いて今後就農者の老齢化,婦 女子化 が進み,さ らに リンゴの輸入 自
由化 によ り国際競争力が求 め られ ている中で,リ ンゴ栽培の低 コス ト化,省 力化
に非常に有効 である。 この ような観点か らも,極 わい性台木M.27は 十分 に実際
栽培用 の台木 と して使用で きる と考え られた。
今後 は,① 根 系台木か ら発生 す るピコバエの防止策,② 定植後10年 が経過 し
て樹冠 が混む ようになった場合の間伐効果,③ 極わい性台木M.27に接 ぎ木 した
穂木品種 の経済樹齢の把握,な どを検討す る必要がある。 また,現 在 までのわい
化栽培では,基 本樹形 をス レンダー ・ス ピン ドル ・ブ ッシュも しくは主幹形 とし
て きたが,こ の ような樹形では主幹近傍の光環境が悪化 しやす く,花 芽着生の不
良な どの問題が生 じやすい。主幹形 よ り整枝 が容易で,樹 冠内の光環境 が優 れ,



















第1図.挿 し木,接 ぎ木,黄 化 処 理,取 木 の 概 略 図.
第1表.極 わい性 台木M.27の半 熟枝 の発根 に及 ぼす黄化処 理 とIBAの影響z.






































7発根 した挿 し穂 の率 .
X発根 した挿 し穂 当た りの発根数 .
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第2表.極 わ い性台木瓢.27の発根 に及 ぼす トンネル とマルチの影響.







































z1986年9月26日挿 し木 ,12月4日調 査.
yすべて黄化処理 を行 った半熟枝 .
翼発根 した挿 し穂 の率 .
U発根 した挿 し穂 当た りの発根数 .
第3表.極 わい性 台木M.27の発根 に及 ぼす黄化取 木法 の影 響.






































※ 発根率,発 根数 は,第2表 と同様 に測定 した.
第4表.二 重接 き木 の活着 に及 ぼす接 ぎ木条件の影響.







































































x異 符号 はチューキーの多重検定 で1%レ ベ ルの有 意差 あ り.鵬 は有 意差な し.
第5表.中 間 台木 に用 いたわい性 台木 と穂 木品種 との接 ぎ木親和性.
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の樹冠内部の相対 日射量Zに及ぼす栽植様式の影響.
繍 鵜 齪 蹴 綴難 ブ。ック.























主 幹 横 断 面 積1c㎡ 当 たりの 果 実 数
第7図.極 わ い性 台 木M.27に接 き木 した`ふ じ'の1果 重 と
主 幹横 断 面 積1c㎡ 当 た りの果 実 数 との 関係.
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第6表.土 壌 の全 炭素 ・窒素,腐 食含量,水 分率 に及 ぼすマル チの影 響.
























































第7表.`ふ じ'の 生育 に及 ぼす水 田転換 畑の整地方法 とわい性 台木 の影響 。
整地方法 幹周 樹高 樹冠幅
・台木(C皿)(C皿)(cm)
果 実 収 量(kg)z



































乞果実 の収 量 と1果重 は1992年11月に調査
,そ の他 の項 目は1993年1月に調査 した.ン主幹 か ら直接 発生 した直径1cm以 上 の2年枝 以上の枝
.











根 系 台 木 マルバ カイドウ マルバ カイドウ
マルハ"カイド ウ
盛 土 平 坦 平 坦
第8図.各 部位の 呼称 と整 地方法の模 式図 。
第8表.`ふ じ'の 年間乾物 生産量に及 ぼすわ い性台木 の影 響.
1樹当た り 10a当た り




























z合 計 ×10a当た り植 え付 け本数 .
第9表.`ふ じ'の 乾物分 配率に及ぼすわい性台木の影響.































論 文 審 査 結 果 要 旨
現在の日本のリンゴ栽培においては,わい性台木を使用 したわい化栽培が広 く普及 している。しか
し,この場合でも喬木性台木のマルバカイ ドウを根系台木 とし,わい性台木のM.9やM.26を中間台











殖が効率 よく行えることが明らか となった。また,マルバカイ ドウにM.27を接ぎ木 して,すぐに遮光
し,新梢を黄化させ,そ の後土盛 りする黄化取木法を検討 した結果,黄化処理を行わない従来の取木
法に比べて非常に良く発根 したので,実用性の高い極わい性台木の取木繁殖が開発された。
マルバカイ ドウを根系台木とし,極わい性台木M.27を中間台木として穂木品種を同時に接 ぎ木す
る二重接ぎ木法は,4月 に接 ぎ木を行えば,接 ぎ木時のマルパカイ ドウの発根の有無に関わらず,穂
木品種の生育は良好で,接 ぎ木後半年を経過 した時点で1年生苗木として使用できた。M.27と穂木
品種の親和性は,M.26と同様であった。M.27の台木の使用方法について検討 した結果,M.27を中間
台木 とし,マルバカイ ドウを根系台木とする中間台木方式が自根台木方式 よりも果実収量や樹体生育
の面で優れることが明らかにされた。




生産量が多 くなるとともに,果 実への乾物分配率が高 くなることによってもたらされ ることが示され
た。
以上,本研究は極わい性台木M.27を用いるリンゴの低樹高栽培によって省力化を図るとともに,
密植栽培によって早期多収を実現する栽培技術体系を確立 したもので,審査員一同は本研究者に博士
(農学)の 学位を授与するのに値するものと認定 した。
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